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「マラン鉄道路線網（前）」（２０２５年０９月２６日） 

マラン地方は１８１９年からパスルアンレシデン統治区の所轄に置かれていたが、１９２８年にマランレシ

デン統治区として分離した。マランレシデン統治区はその最終段階でマラン・バトゥ・パスルアン・プロボリン

ゴの町とマラン・パスルアン・ルマジャン・プロボリンゴ４県の地域行政を統括した。 

それより前の１９１４年４月１日にマランの町はヘメンテ（市長が統率する地方自治都市）に昇格しており、

１９２８年からマランレシデン統治区の首府になったようだ。プロボリンゴレシデン統治区は１８５５年にパス

ルアン統治区から昇格分離したものの１９０１年にまたパスルアン統治区に降格統合され、１９２８年にマラ

ンと共にふたたびパスルアンから分離した。しかし１９３１年にマランレシデンの所轄に入り、最終的にパス

ルアンもマランの所轄に置かれた。マランが政治経済面での地位を高めていった過程がそれらの変遷の中

に示されているように感じられる。 

１８７９年７月２０日、マランの町の中心部を南北に通っているクレレッストラアトに鉄道駅がオープンした。

今のスディルマン通りだ。その日からマランの住民はシゴサリへ、あるいはバギル経由でパスルアンへ、更

にはシドアルジョ～ウォノクロモを経てスラバヤの中心部（スラバヤコタ駅）まで列車で行けるようになった。

列車の運行は国有鉄道会社 Staatssporwegen (略称 SS)が行った。 

スラバヤのオランダ人たちは高原保養地だったマランへの交通の便が向上したために、マランへ移り住

む者が増加した。マランの町の西洋化は鉄道によって大幅に促進されることになったのである。 

 

それから２０年近くが経過し、１８９７年に民間資本の鉄道会社であるマラン蒸気鉄道会社 Malang 

Stoomtram Maatschappij(略称 MS)がマランの町の南方１１KMにあるブルラワンへ鉄道線路を敷いて列車

の運行を始めた。SSのマラン駅から２キロほど南に離れたマランコタラマが始発駅で、１１月１４日からブル

ラワンまで列車が走るようになった。 

MSはマランの町の南部で生産されるコーヒーや砂糖などの農園物産を SSの路線にリレーして輸出港

に運ぶこと、またマランの町への農産物供給を盛んにさせるために農村部の商人に交通の便を与えること
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などを主目的にしてその路線を敷

いたようだ。ダンピッはマラン地方

が誇るコーヒーの産地であり、トゥ

レンは米の産地だった。MSが建設

した路線の近くには Kebonagung

や Krebet、また Sempalwadak、

Panggungrejoの製糖工場があっ

た。 

この事業で MSが大きい利益をあげていたことが窺える話がある。１９２５年に貨物運送で得られた利益

は 718,242.44フルデン、乗客運送からの利益は 278,341.63フルデンだったと書いている記事がネット内に

見られるのだ。一回の運行で列車の三分の二がコーヒー・粉・豆・サトウキビでいっぱいになっていたそう

で、貨物輸送がオランダ植民地における鉄道の本分という実態がそこに明瞭に示されている。 

製糖工場自身も農園から工場へサトウキビを運搬するロリーの線路を敷いたから、この地方ではあちら

こちらで線路が交差している姿を目にすることになった。鉄道線路の下を掘ってトンネルを作り、ロリーの線

路がトンネルを通るようになっている場所もあると地元の鉄道愛好家は語っている。 

 

ブルラワンからさらに南のゴンダンルギまで１２KM区間が１８９８年２月４日に開通し、ゴンダンルギから

東に向けてタロッ、そして終着のダンピッまでの路線が１８９９年１月１４日にオープンした。本線が通らなか

ったトゥレンへの支線、またゴンダンルギから西方のクパンジェンへの１７KMの支線も後に設けられてい

る。 

ゴンダンルギから東のダンピッまでと西のクパンジェンまでの線路は１９４３年に日本軍が撤去して運び去

った。そして最終的に MS路線は１９７８年にすべて閉鎖された。 

MSはまた、マランの町中に鉄道を走らせて市内交通の便を高めた。そのルートは次のようになってい

る。Malang Kotalama - Malang Jagalan - Malang Alun-alun - Jalan Simpang Batu - Rampal - Lowokwaru - 
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Glintung - Blimbing 

[ 続く ]

 

 

「マラン鉄道路線網（後）」（２０２５年０９月２７日） 

マランコタラマ～ブリンビン区間はシティトレインの趣を感じさせる区間だった。なにしろ、マラン鉄道駅か

らマランのアルナルンの北側に広がるオランダ人のエリート地区カユタガンを通り、手工業地区ランパルチ

ュラカッを経てブリンビンに至る６KMのルートに両端を含んで８つの停車駅があったのだ。ブリンビンから東

に４キロほどの距離にあるウェンディッはオランダ人に人気の高い行楽地だった。 

ブリンビンから路線は分岐してひとつは Singosariに、もうひとつは Tumpangに向かった。 

ブリンビン～シゴサリ６．３KM区間の開通は１９０１年４月２７日 

ブリンビン～トゥンパン１６．７KM １９０１年４月２７日開通 

マランコタラマ～ブリンビン６KM １９０３年２月１５日開通 

ブリンビン～トゥンパン区間は１９６８年、その他も１９７８年に閉鎖された。 

かつてのジャガラン駅舎は今も存在しており、駅舎のプラットフォームの前には線路がある。ところが駅舎

は住民の住居になっているのだ。線路の上を通るのはプルタミナの石油タンク貨車だけであり、客車はまっ

たくそこへやって来ない。その近くにプルタミナの石油デポがあって、インドネシア国鉄の機関車がプルタミ

ナの石油運搬貨車を引いてそこを出入りしているだけなのである。 

 

ジャワ島の最高峰、標高３，６７６メートルのスメル山南西麓に位置するダンピッ郡はコーヒーの産地とし

て有名だ。若き日のＥＦＥ ダウス・デッカーがそこにあった農園のひとつで働いていたという話がある。この

エルネスト・フランソワ・エウジェン・ダウス・デッカーErnest Francois Eugene Douwes Dekkerはムルタトゥリ
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の筆名で小説マックスハフェラアルを書いたエドゥアール・ダウス・デッカーEduard Douwes Dekkerの姪孫

に当たり、ＥＦＥにとってムルタトゥリは大叔父になる。 

ＥＦＥはインドネシア共和国独立後に帰化してダヌディルジャ・スティアブディを名乗ったオランダ系プラナ

カンで、インドネシアの民族運動に深く関わってオランダ植民地主義の打倒に努めた人物だ。かれは１９０７

年以来バタヴィア新聞 Bataviasch Nieuwsblad の記者と編集者を勤め、スワルディ・スルヨニンラ、チプト・マ

グンクスモの三人で１９１２年にバンドゥンで政党「東インド党」Indische Partijを発足させ、バンドゥンではま

た Ksatrian Instituutを開いてプリブミ知識人の育成に努めた。 

クサトゥリアン学院ではその当時珍しい日本語学習が取り上げられた。かれは白人に支配されていない

日本民族との交流がインドネシア独立に何らかの役に立つだろうという考えで、プリブミ知識人にそのため

のツールを持たせようとしたように思われる。 

東ジャワのパスルアンで生まれたＥＦＥは若いころにダンピッにある Soember Doeren コーヒー農園で監

督人の一人として働いていた。スンブルドゥレンという地名は他の地方にあるがダンピッ郡にはないため誤

情報と思われかねないが、ダンピッの町の中心部から南に１５キロほど離れている農園が１８９１年からそ

の名前で操業していたという情報がオランダにあるそうだ。 

農園の所有者は Handelsvereniging Amsterdam（アムステルダム商業連合）で、スンブルドゥレン農園で

はコーヒーとゴムが生産されていた。 

あるとき農園管理者と作業者間に賃金問題が発生し、管理者側が作業者側を抑圧する不公平が行われ

たためにＥＦＥが作業者側に立って管理者を批判した。ＥＦＥが即座に解雇されたのは言うまでもない。ＥＦＥ

は徒歩で農園を去り、その足でダンピッをも後にしたという話が遺されている。かれはきっと母親譲りの性格

をしていたのだろう。ＥＦＥの家系の解説は下のリンクの 218ページ以降をご覧ください。 

http://omdoyok.web.fc2.com/Kawan/Kawan-NishiShourou/Kawan-97_Kopi_Nusantara.pdf 

[ 完 ] 
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里程表 

 Distance (km)   Distance (km) 

Station Acc Span  Station Acc Span 

       

Singosari MS 12.100      

  0.600      

Singosari Pasar 11.500      

  1.500      

Mondoroko 10.000      

  1.300      

Karanglo 8.700      

  1.600      

Arjosari 7.100      

  1.219      

Blimbing 5.881  ⇒ Blimbing 0.000  

  0.881     3.730  

Glintung 5.000   Wendit 3.730  

  1.200     1.500  

Lowokwaru 3.800   Bugis 5.230  

  1.600     1.245  

Rampal 2.200   Bunut 6.475  

  0.600     2.175  

Jalan Simpang Batu 1.600   Pakis I 8.650  

  1.100     0.835  

Malang Alun-alun 0.500   Pakis II 9.485  

  0.500     2.031  

Malang Jagalan 0.000   Pasir 11.516  

  1.000     1.270  

Malang Kotalama 1.000   Cokro 12.786  

  3.200     1.683  

Lowokdoro Kacuk 4.200   Jeru 14.469  

  2.907     2.206  

Kendalpayak 7.107   Tumpang 16.675  

  1.993      

Sempalwadak 9.100      

  1.500      

Bululawang 10.600      

  2.429      

Krebet 13.029      
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 Distance (km)   Distance (km) 

Station Acc Span  Station Acc Span 

  2.771      

Bulupayung 15.800      

  2.700      

Ketawang 18.500      

  3.950      

Gondanglegi 22.450  ⇒ Gondanglegi 0.000  

  2.750     1.5  

Sepanjang 25.200   Banjarrejo I 1.500  

  2.800     1.1  

Sedayu 28.000   Banjarrejo II 2.600  

  1.500     1.9  

Talok 29.500   Brongkol I 4.500  

  2.000     1.1  

Rembun 31.500   Brongkol II 5.600  

  2.500     1.8  

Pamotan 34.000   Kanigoro 

Laadplaats 

7.400  

  2.000     1.9  

Dampit 36.000   Jambegede 9.300  

      0.8  

    Bumiayu 10.100  

      0.6  

    Sengguruh 

Laadplaats 

10.700  

      0.9  

    Jenggolo 11.600  

      1.5  

    Mangir 13.100  

      1.0  

    Panggung Rejo 14.100  

      2.5  

    Kepanjeng MS 16.600  

      0.3  

    Kepanjeng 16.900  
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Oro-oro-dowo付近 

 
Jl. Kayu Tangan 1939 

 
Alun-alun付近 

 
Gondanglegi駅 1919 

 
Kendalpayek 付近の Brantas河橋梁 

https://kelsumbersari.malangkota.

go.id/sejarah-trem-di-kota-

malang/ 

 
Alun-alun Kota Malang 

https://id.wikipedia.org/wiki/Jalur_trem_Malang_Kotalama%E2%80%93

Blimbing%E2%80%93Singosari  
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Malang Jagalan駅 

https://id.wikipedia.org/wiki/Jalur_trem_Malang_Kotalama%E2%80%93

Blimbing%E2%80%93Singosari 

 
https://tirto.id/kelahiran-dan-

kematian-trem-di-kota-malang-

c1aJ 
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